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資料１ 第１学年 

物質の姿と状態変化 

授業展開例 

 



- 資料2 - 

第１時（１／８） 

(1) ねらい  身近な物質の状態変化に触れる活動を通して、興味・関心を高めるとともに、単元の

見通しをもつことができるようにする。 

(2) 準  備  ワークシート、端末、大型提示装置、エタノール、熱湯、トレー、ろうそく 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

１ 状態変化についての学習が始まるこ

とを知り、ロウやドライアイスの様子

から状態変化についてどのような疑問

をもったか話し合う(どのような問題

を見いだしただろうか)。 

 

〇なぜ状態変化は起こるのだろう。 

〇どうして袋が膨らんだのだろう。 

〇状態変化が起こると体積が変わるので

はないか。 

〇ドライアイスが固体から気体に変化し

ているのはなぜだろうか。 

 

 

 

２ 状態変化に対する気付きや疑問を共

有し、単元の課題をつかむ。 

 

 

 

30 

分 

 

 

 

・大型提示装置を使って、水の状態変化の様子を提示

し「状態変化」というキーワードを押さえる。 

・各自、ろうそくに火を付け溶けたロウを水にたらす

体験をさせる。さらにドライアイスの気化を動画で

紹介し、状態変化についてもった疑問を共有させる。 

 

◎欠席した生徒も後で確認できるようワークシートに

二次元バーコードを記載し、インターネットを経由

して問題を見いだすための動画を閲覧できるように

する。Ｇ 

 

 

 

※記述できていない生徒については具体例を示してヒ

ントを与えるなどの支援をする。 

・生徒が見いだした問題をもとに単元の学習課題をま

とめる。 

 

３ エタノールを入れた袋がふくらんだ

事例や小学校で学んだ水が凍る際の体

積の変化から、最初に追究していく問

題を見いだす。 

○状態変化に伴って質量や体積は変化

するのだろうか。 

 

５ 

分 

 

 

・体積が変化していることを確認する。体積以外にも

のの量を示す単位を確認し、質量というキーワード

を引き出す。 

 

 

 

４ 液体のロウが固体に変化する際に

質量、体積がどう変化するか予想す

る。 

○質量は変わらないが、体積は減る。 

○質量も体積も増える。 

 

５ 

分 

・質量、体積とも「増える」「減る」「変わらない」

から選択させる。 

５ ロウを使って、状態変化の際の質量

の変化を調べる実験を計画する。 

 

 

 

 

10 

分 

 

 

・調べたい内容を明らかにし、どんなことに注意した

らよいか考えさせる。 

◎注意点を確認できたら詳しい実験方法を動画で確認

させる。Ｇ 

 

 

◇単元を通して追究したい問題を見いだし記述し

ている。〈記述分析（態）〉 

[単元の課題] 物質の状態変化にはどのようなきまりがあるのだろうか。  
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(4) 板書計画 
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第２時（２／８） 

(1) ねらい  ロウを凝固させる実験を通して、状態変化の際、質量が変化しないことを見いだして

理解できるようにする。 

(2) 準  備  ワークシート、端末、大型提示装置、ロウ、ビーカー、トレー、氷 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

１ 前時を振り返り、課題を確認する。 

 

 

 

２ 結果の予想を確認する。 

〇質量は増えるのではないか。 

〇体積は減るのではないか。 

 

３ ロウの状態変化の実験を行う。 

〇質量は 0.01g 減っているけど、変わ

っていないといってよいだろうか。 

〇真ん中がへこんだ分だけ体積は減っ

たのではないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

35 

分 

 

 

 

・大型提示装置を使って、前時の振り返りをし、課題

と実験方法を確認する。 

 

 

◎各自が端末で実験方法を見て効率的に進められるよ

うにする。Ｇ 

 

 

◎実験の様子は端末で早送り動画として記録させる。

Ｒ 

◎うまく観察できなかった生徒や欠席等で実験ができ

なかった生徒が後から確認できるようワークシート

に二次元バーコードを記載し、インターネットを経

由して実験結果を閲覧できるようにする。Ｇ 

 

４ 液体のロウが固体になる様子と液

体のエタノールが気体になる様子を

粒子のモデルで表す。 

〇粒子の大きさが変わったり、数が変

わったりしているわけではない。 

〇しっかり並んで動かなくなったので

はないだろうか。 

 

 

15 

分 

 

 

◎粒子を想像しモデルで表す際、質的・実体的な視点

で捉えられるよう端末を使ってアニメーションを見

られるようにする。Ｔ 

・全体指導を行わない代わりに机間支援の時間を長く

とる。 

・最後に体積が小さくなった理由のみ全体で確認し、

モデル図の全体確認はせずオープンエンドとする。 

 

 

 

 

※ヒントを与え、粒子の数や大きさが変わるわけでは

ないことに着目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ロウの粒子のモデルを描く際、状態変化の際に

質量が変化しないことと関連付けて表すことが

できている。〈記述分析（知）〉 

[課題] 液体のロウが固体になるときの状態変化で質量、体積はどうなるだろうか。 
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(4) 板書計画 
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第３時（３／８） 

(1) ねらい  固体のロウが液体のロウに浮くか沈むか考える活動を通して、状態変化を密度と関連

付けて理解できるようにする。 

(2) 準  備  ワークシート、端末、大型提示装置、ホワイトボード 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

１ 液体のロウが固体になる様子を粒子

のモデルで表すとどうなるか、全体で

確認する（前時の確認）。 

 

 

10 

分 

 

・質量が変化しなかったことから、粒子のモデルの数

や大きさが変わらないことを確認する。さらにモデ

ル図を教科書で確認する。 

 

２ 課題について自分で考え、理由とと

もに記述する。班単位で意見交流し、

自分の考えをもつ。 

 

 

〇水に氷が浮くのと同じで、浮くのでは

ないか。 

〇固体になると体積が減るのだから、重

さで沈むのではないか。 

 

 

 

 

15 

分 

・自分で考える時間を２分取り、その後、班で話し合

う時間をとる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※理由を記述できない生徒には、具体的な数値を例示

するなどしてイメージをもたせる。 

・全員に挙手させて各自の考えを確認したのち、理由

を数人の生徒に発表させる。 

◎結果は演示するが、できなければ二次元バーコード

を使って動画を再生する。 

 

３ 全体でNHK for Schoolの10minボッ

クス（状態変化 scene07～）を視聴し

ながら、状態変化の前後で質量、体積

が一般的にどうなるか、例外である水

はどうなるか、□に等号、不等号を入

れる。 

 

10 

分 

・動画を再生する前に、課題を確認しておく。 

  質量：固体□液体□気体 

  体積：固体□液体□気体 

 

 

・動画視聴後、全体で答えを確認する。 

４ 液体の水を氷に状態変化させると体

積が増えることを証明する方法を考え

る。 

○水をペットボトルに入れて凍らせ、ボ

トルの膨らみ方を確認する。 

○冷凍庫に入れて冷やした金属板の上

に水滴をたらし、早送り動画で撮影

する。 

 

15 

分 

 

 

・自分で考える時間を２分取り、その後、班で話し合

う時間をとる。 

・班ごとにホワイトボードに意見をかかせてから発表

させる。特によい（分かりやすい）実験について、

実施し、結果を次回の冒頭で確認できるようにする。 

 

 

 

[課題]  固体のロウは液体のロウに浮くだろうか。 

◇液体のロウが固体に変化するときに体積が小さ

くなることを密度と関連付けて考え、固体のロ

ウが液体のロウに沈む理由を記述することがで

きている。〈記述分析（思）〔記〕〉 
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(4) 板書計画 
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第４時（４／８） 

(1) ねらい  水を加熱し続けた際の温度変化を調べてグラフを作成する活動を通して、状態変化が

起こっている間は温度が変化しないことを理解できるようにするとともに場面に合

わせて適切なグラフを作成できるようにする。 

(2) 準  備  ワークシート、端末、大型提示装置、ビーカー、温度計、加熱器具、スタンド 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

１ 前時に考えた実験の結果（水が凍

った際に体積が増えていること）を

確認する。 

２ 水が水蒸気に状態変化するきっか

けは何か考える。 

〇熱せられること。 

〇100℃になること。 

 

 

３ 融点、沸点について知る。さらに課

題について自分の考えを記述する。 

 

 

10 

分 

 

 

 

・授業冒頭で速やかに行う。結果が見やすくなるよう

拡大投影機なども活用する。 

 

・水が水蒸気に状態変化するきっかけは何か疑問を投

げかける。 

・意見を出させ、そこから課題を提示する。第１時に

挙げた課題の一つであることを確認する。 

 

 

・机間巡視し、記述できない生徒には温度が上がり続

けるか、そうでないのかの二択で選ばせる。 

・洗濯物が乾くことなどを例示し、蒸発と沸騰の違い

について確認する。 

４ 実験方法を知り確認し、水を加熱し

続けたときの温度変化を調べる。 

 

 

20 

分 

◎ガスバーナーの使い方が分からない生徒はタブ

レット端末で確認できるようにし、教師は加熱前

の装置のチェックを行う。Ｇ 

◎実験中は端末で動画を撮影させ、記録させる。Ｒ 

◎さらに測定した30秒ごとの温度をスプレッドシ

ートに入力させ、グラフを作成する。Ｓ 

５ 実験結果から沸騰した水はいくら加

熱しても温度が上昇しないことを見い

だす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

分 

 

 

・スプレッドシートを集約して温度変化の様子をグラ

フ化し、温度上昇の速さに差があっても沸騰してか

らは温度が変化しないことに注目させる。 

・標高が高いため100℃以下でも沸騰することを紹介 

する。一方で、水の融点と沸点が摂氏温度の基準に

なっていること、一般的に水の沸点は100℃と考えて

よいことを押さえておく。 

 

 

 

６ 一人一人が端末を活用してグラフ

のかき方を学び、温度の測定結果を

各自がグラフにする。 

 

 

 

15

分 

◎グラフのかき方は各自が端末で確認する。Ｇ 

 

 

 

※グラフをかく作業でつまずいている生徒には、目盛

りの記入の仕方などを教え、支援する。 

 

[課題]  沸騰した水を加熱し続けるとどうなるのだろうか。  

◇実験結果から状態変化の最中は温度が変わらな

いことを見いだしている。〈行動観察（知）〉  

◇グラフのかき方を理解し、実験結果をグラフに

表すことができている。〈記述分析（知）〉  
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(4) 板書計画 
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第５時（５／８） 

(1) ねらい  エタノールが沸騰するときの温度変化を調べる実験を通して、融点、沸点が物質を判

断する手がかりになることを理解できるようにする。 

(2) 準  備  ワークシート、端末、大型提示装置、試験管、温度計、加熱器具、スタンド 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

１ 水を沸騰させたときの温度変化のグ

ラフを確認し、課題について予想を立

てる。 

 

 

 

 

 

５ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４択で予想させ、意見を簡単に交流できるようにす

る。 

２ 実験方法を確認し、実験上の注意点

をまとめる。実験装置の準備をし、許

可を得た班から加熱を開始、エタノー

ルの温度を測定する。 

 

 

 

 

 

20 

分 

◎実験方法は各自端末で確認させ、教師は加熱前の装

置のチェックを行う。Ｇ 

◎実験中は班ごとに端末で動画を撮影させ、記録する。

Ｒ 

・役割分担をする際、前時と異なる役に取り組むよう

促す。 

・第６時への布石としてエタノールは引火しやすいこ

とを大きくアピールしておく。 

３ 測定結果をグラフにする。全体で測

定結果をまとめ、課題に対する考察を

し、結論をまとめる。 

 

 

15 

分 

 

・前時にグラフ作成で手間取っていた生徒には、早め

にアドバイスする。グラフがかけずに止まっている

生徒には、まず軸に目盛りを付けるところを支援す

る。 

４ 融点、沸点のまとめを行う。融点沸

点が物質を区別するときの手がかりに

なることを確認し、教科書を調べて練

習問題に取り組む。 

 

 

 

 

５ 終わった生徒から実験器具の片づけ

を行う。 

 

 

10 

分 

・教科書に手がかりがあることを確認する。 

 

 

 

 

※教科書の該当ページを示したり、数直線を用いて数

の大小を判断させたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[課題]  水以外の物質も状態変化する温度が決まっているのだろうか。  

◇融点、沸点が物質を判断する手がかりになるこ

とを理解し温度によって物質がどの状態である

か判断できている。〈記述分析（知）〔記〕〉  
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(4) 板書計画 
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第６時（６／８） 

(1) ねらい  赤ワインからエタノールを取り出す方法を立案することを通して、実験の見通しをも

つことができるようにする。 

(2) 準  備  ワークシート、端末、大型提示装置、枝付きフラスコ 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

１ 課題を確認し、自分の考えを記述す

る。 

 

 

〇ろ過ではエタノールの分離ができな

い。 

〇加熱したらよいのではないか。 

〇エタノールは水よりも沸点が低かった

はず。 

 

 

 

 

 

20 

分 

 

 

 

 

 

 

 

◎質的・実体的な視点で捉えて考えることができるよ

うアニメーションを使って思考すべき課題を整理す

る。Ｔ 

◎考えが浮かばない生徒は端末を活用してヒントを得

られるようにする。Ｇ 

・自分の予想・仮説を「・・・・れば、・・・・はず」

という文章で表させる。 

・「・・・・れば、・・・・はず」という文章の例を

示し、思ったことを書けるよう支援する。 

２ 立てた仮説を確認し、集約する。 

○赤ワインを加熱すれば、沸点の低いエ

タノールが先に気体になって出てくる

はず。 

 

３ 実際に実験する方法を考える。 

①取り出した液体がエタノールであるこ

とを証明する方法 

②気体になったエタノールをもう一度液

体に変えて収集する方法 

（できた班から次へ進む） 

 

 

 

 

 

４ 実験の方法を確認する。 

 

 

 

 

 

30 

分 

 

 

・融点の違いを利用するなど、蒸留以外の方法が挙が

った際には、実験室でできること、授業時間内にで

きることなどの条件を基に検証可能な仮説に集約す

る。 

 

・二枚目のワークシートを配布し、枝付きフラスコの

仕組みを簡単に説明する。 

 

 

 

 

 

※進行状況を見て、遅い班にはヒントを与え、次の段

階へ進ませる。大きく遅れそうな場合は①のみ考え

させ、次へ進む。 

 

・実験方法を考えられた班から三枚目（第７時）のワ

ークシートを配布する。 

◎実験方法はそれぞれが端末で確認できるようにす

る。Ｇ 

 

 

 

[課題]  赤ワインからエタノールを取り出すことができるだろうか。  

◇赤ワインからエタノールを取り出す方法につい

て、自分なりの仮説を立て、文や図で表現して

いる。〈記述分析（思）〔記〕〉 
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(4) 板書計画 
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第７時（７／８） 

(1) ねらい  赤ワインからエタノールを取り出す実験を通して、沸点の違いによって物質の分離が

できることを見いだして理解できるようにする。 

(2) 準  備  端末、大型提示装置、枝付きフラスコ、試験管、温度計、加熱器具 等 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

 

 

１ 班ごとに実験を行う。 

○枝付きフラスコの設置方法や実験上の

注意点は端末で学ぶのだな。 

○準備ができたら火をつける前に先生に

確認してもらうのだな。 

 

 

 

 

 

35 

分 

 

 

 

 

 

・手早く実験に取り組めるようにする。 

◎実験方法はそれぞれが端末で再確認できるように

し、教師は加熱前の装置のチェックを行う。Ｇ 

◎実験中は端末で動画を撮影させ、記録する。Ｒ 

 

 

 

 

※机間巡視を行い、使い方を誤っている状況があれば

早く見付け出し、修正する。 

 

２ 結果をまとめ、考察を行う。 

○最初にとれた液体は消毒液のようなに

おいがする。 

○蒸発皿にのせて火をつけたら青い炎が

見えたぞ。 

 

○最初にとれた液体はにおいや燃え方か

らエタノールと考えられるので、沸点

の違いを利用すれば赤ワインからエタ

ノールを取り出すことができるといえ

そうだ。 

 

３ 考察を発表し合い、結論をまとめ振

り返りをする。 

 

 

 

４ 実験の感想を書く。 

 

 

 

15 

分 

 

 

・班ごとにエタノールの確認方法が異なるので、どん

な方法で調べたか、結果がどうだったかを黒板で集

約できるようにする。 

◎実験結果の集約の際に、タブレットで撮影した動画

を共有したり投影したりして、全体で確認すること

も考えられる。Ｓ 

・結果を基に、仮説と照らし合わせながら、一人一人

に考察させ、記述、説明させる。この際「赤ワイン

からエタノールを取り出せるか」という課題を意識

させる。 

 

 

・「蒸留」というキーワードを押さえる。 

・完全に純粋なエタノールが得られるわけではないが

蒸留を繰り返せば純粋なエタノールに近づいていく

ことに気づかせる。 

 

・書き終わらない場合は宿題にする。 

 

 

 

 

[課題] 赤ワインからエタノールを取り出すことができるだろうか。  

◇実験器具を正しく操作して実験を行い、仲間と

協力して結果を記録している。〈記述分析・行

動観察（知）〔記〕〉 
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(4) 板書計画 
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第８時（８／８） 

(1) ねらい  状態変化について学んできたことを振り返り、日常生活と関連した事象と結び付ける

ことを通して、単元を通して学習してきた意義を見いだすことができるようにする。 

(2) 準  備  ワークシート、端末、大型提示装置 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

１ 本時のめあてを確認する。 

 

 

２ 状態変化にどんなきまりがあったか

振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ NHK for School の 10min ボックス

（状態変化 scene01～06）を視聴す

る。 

 

 

 

 

20 

分 

 

 

 

 

 

 

・質量、体積と融点、沸点、蒸留というキーワードを

利用して発言できるようにする。 

◎単元の中で行った実験の際に撮影した動画を班ごと

に見て、実験を振り返る。Ｒ 

 

 

 

 

 

※具体的な実験の例を挙げ、感想の記述を促す。 

 

・ワークシートに二次元バーコードを記載し、欠席等

の生徒が家庭で動画を閲覧できるようにする。 

 

 

４ ヒントイラストを基に生活の中に状

態変化がどう関わっているか考え、文

章で表記する。 

○冬の水道管は中の水が固体に変化した

ときに体積が増えることで割れてしま

うことがある。 

○鋳物は液体にした金属を型に流し込ん

で冷やし固めて製造される。 

○原油を蒸留することで、沸点の違いを

利用していろいろな種類に分けられて

いる。 

 

20 

分 

 

・前半でまとめた状態変化のきまりがヒントになるこ

とを伝える 

５ 本時を振り返る。  

10 

分 

 

・単元のまとめができたことや日常生活の中に状態変

化がかかわっていることに気づけたことを称賛す

る。理科を学ぶことの意義にも触れる。 

 

 

 

 

[本時のめあて] 状態変化について学んだことを振り返り、生活との結びつきを考える。  

◇端末に記録した実験の映像を視聴して、探究を

振り返っての自分なりの感想をもっている。〈

記述分析（態）〔記〕〉 

☆ 状態変化によって物質の体積は

変化するが、質量は変化しない。 

☆ 物質は融点、沸点を境に状態変化

する。 

☆ 沸点の違いを利用して蒸留する

ことで混合物から物質を分離で

きる。 
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(4) 板書計画 
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資料２ 第１学年 

物質の姿と状態変化 

ワークシート 
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  第１時 状態変化とは         
 

                                        物質が姿(状態)を変えることを 

 

                                   という 

 

ロウやドライアイス、エタノールの様子から、状態変化についてどんな疑問をもっただろうか（どんな問

題を見いだしただろうか）。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

まずは、状態変化する際の体積の変化について考えていこう。 

エタノールに熱湯をかけたとき、体積はどうなったと言えるだろうか。 

 

 

小学校で勉強したことを覚えているだろうか。 

 水(液体)は、冷却されて氷(固体)になると体積が              。 

以上のことから、物質が状態変化する際に体積が変化していることは明らかである。 

では、ここからどんな疑問が生まれる（問題を見いだせる）だろうか。 

 

 

 

 

エタノールが気体になる際、体積は大きくなる。一方で質量を正確に測ることはできない。 

そこで、液体のロウが固体になるときの状態変化で質量、体積を調べてみよう。 
 

予想してみよう 

ロウが液体から固体に状態変化するとき、 

質量は  増える ・ 減る ・ 変わらない  、体積は  増える ・ 減る ・ 変わらない  。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ
れ
る
・つ
か
む 

単元の学習課題 

動画① 
ふれる・つかむ 

動画② 
ロウやドライア
イスの様子 

予
想
す
る 

動画③ 
エタノールに
熱湯をかけて
みた 

問
題
を
見
い
だ
す 

動画④ 
実験方法 

実
験
の
計
画 

https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xENvqPObKeISuT6eVdST5vu9VfZjsJsL/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xENvqPObKeISuT6eVdST5vu9VfZjsJsL/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xENvqPObKeISuT6eVdST5vu9VfZjsJsL/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ZDLKX-K151yLdFtKr-cHcYl9rPJFpIEN/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ZDLKX-K151yLdFtKr-cHcYl9rPJFpIEN/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ZDLKX-K151yLdFtKr-cHcYl9rPJFpIEN/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1ZDLKX-K151yLdFtKr-cHcYl9rPJFpIEN/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Rc8W5Sf44DDRqX-LpFjOySlrkSv-T6aj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Rc8W5Sf44DDRqX-LpFjOySlrkSv-T6aj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1d9vwwlTZHFiyXW0eUcohIU7JfU-Wx5K6/view?usp=sharing


- 資料20 - 

  第２時 状態変化と質量・体積①  
 

エタノールが気体になる際、体積は大きくなったが、質量を正確に測ることができなかった。 

そこで、液体のロウが固体になるときの状態変化で質量、体積を調べてみよう。 
 

予想してみよう 

ロウが液体から固体に状態変化するとき、 

質量は  増える ・ 減る ・ 変わらない  、体積は  増える ・ 減る ・ 変わらない  。 
 

結果 

 

 

 

 

 

 

考えてみよう 

液体のロウの粒子は自由に動いてい

るため液体は流れることができる。 

では、固体のロウの粒子はどのように

なっているだろうか？ 描いてみよう。 

また、エタノールも非常に小さい粒子

からできている。エタノールが気体にな

ったとき袋が膨らんだのは、エタノールの粒子がどうなったからだろうか？  

動画を参考に粒子のモ

デルを描いてみよう。 
 
 
 
 
 
 

考え方 

質量は変化していなかったのだから…粒子の数は 

ロウの体積が小さくなったのは… 

 

 

 

 

エタノールの体積が大きくなったのは… 

 

まとめ 体積 質量 

液体 → 固体 のとき 

 

 

 

 

 

動画④ 
実験方法 

質量 
 

g 

体積 
 
印のついたと
ころ 

冷やす 
質量 
 

g 

体積 
 
 

動画⑤ 
実験結果例 
(うまくいかな
かったときな
どに) 

動画⑥ 
ロウの粒子の 
モデル 
(質的・実体的 
な視点) 

結
果
を
ま
と
め
る 

考
察
す
る 

動画⑦ 
エタノールの 
粒子のモデル 
(質的・実体的 
な視点) 
 

https://drive.google.com/file/d/1Rc8W5Sf44DDRqX-LpFjOySlrkSv-T6aj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Rc8W5Sf44DDRqX-LpFjOySlrkSv-T6aj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1tdd8U7Zv6l0BLduCow7AmK0Nq-8x6sOI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1tdd8U7Zv6l0BLduCow7AmK0Nq-8x6sOI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1tdd8U7Zv6l0BLduCow7AmK0Nq-8x6sOI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1tdd8U7Zv6l0BLduCow7AmK0Nq-8x6sOI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1tdd8U7Zv6l0BLduCow7AmK0Nq-8x6sOI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1thRvkDeTqyTCZv7zUL8FYlpT8Jsu0AgR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1thRvkDeTqyTCZv7zUL8FYlpT8Jsu0AgR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1thRvkDeTqyTCZv7zUL8FYlpT8Jsu0AgR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1thRvkDeTqyTCZv7zUL8FYlpT8Jsu0AgR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1thRvkDeTqyTCZv7zUL8FYlpT8Jsu0AgR/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1c1CSrtJBy-RKRbb1fWy4nfEyAdQO5E8o/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1c1CSrtJBy-RKRbb1fWy4nfEyAdQO5E8o/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1c1CSrtJBy-RKRbb1fWy4nfEyAdQO5E8o/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1c1CSrtJBy-RKRbb1fWy4nfEyAdQO5E8o/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1c1CSrtJBy-RKRbb1fWy4nfEyAdQO5E8o/view?usp=sharing


- 資料21 - 

  第３時 状態変化と質量・体積②  
 

前回のおさらい 

ロウが液体から固体に状態変化するとき、質量は           、体積は           。 
 

考えてみよう 固体のロウを液体のロウに入れたとき、固体のロウは浮くだろうか、沈むだろうか？ 

浮く 

・ 

沈む 

そう考える理由 

 

 

 

 

 

まとめ 

 

 

 

 

 

質量：固体    液体    気体 体積：固体    液体    気体 

(水の場合)  

質量：固体   液体   気体 

 

体積：   体＜   体＜   体 

  

 
 

考えてみよう 液体の水を氷に状態変化させる(凍らせる)と体積が増えることを証明するにはどのよう

な方法があるだろう？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

動画⑧ 
結果 (先に
見ないこと) 

例外 

 

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
考
え
る 

学
習
の
ま
と
め 

学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
考
え
る 

 

https://drive.google.com/file/d/1wpLHNBnAcgrioJ2IQ1zbyHw1ceRT6-7f/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1wpLHNBnAcgrioJ2IQ1zbyHw1ceRT6-7f/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1wpLHNBnAcgrioJ2IQ1zbyHw1ceRT6-7f/view?usp=sharing
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  第４時 状態変化するときの温度①  
 
 

水→水蒸気の状態変化が起きるきっかけは何だろう？ 

 

 

 

 

 
 

（一般論として）氷を熱していくと    ℃でとけ始める。とけている間はしばらく温

度が一定である。すべてとけて水になると再び温度が上昇を始める。そし

て      ℃になると水は沸騰して水蒸気になる。 

液体の物質を熱していくとある温度で       が始まる。この温度のことを 

       という。固体の物質を加熱していき、液体に変化するときの温度は 

       という。沸点や融点は、物質の種類ごとに決まっている。 
 

ところで、沸騰した水を加熱し続けると温度はどうなるだろうか？ 調べてみよう。 

 

予 

想 

 ア：そのまま温度は上がり続ける   イ：沸騰したら温度は変化しない 

 ウ：沸騰した後は温度は下がる    エ：その他(              ) 
  

結 

果 

 0 分 30 秒 1 分 1 分 30 秒 2 分 2 分 30 秒 3 分 3 分 30 秒 4 分 

温度 
(℃) 

         

  4 分 30 秒 5 分 5 分 30 秒 6 分 6 分 30 秒 7 分 7 分 30 秒 ８分 8 分 30 秒 

 温度 
(℃) 

         

  

考 

察 

 

 

 

 

グラフに表してみよう 

① 軸の作成 

横軸＝変化させた量 

縦軸＝変化した量 

② 測定値の記入 

測定値を●や×で正確

に記録 

③ 曲線または直線を引く 

測定値には      が

ある。折れ線グラフではな

く直線か曲線かを見極

め、グラフにかいた測定

値の近くを通る線を引く。 

水 

水蒸気 
(見えない) 

問
題
を
見
い
だ
す 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

予
想
す
る 

実
験
す
る 

 
 

 
 

 
 

考
察
す
る 

 

技
能
を
習
得
す
る 

動画⑨ 
ガスバーナ
ーの使い方 

 
 
 
 
 
 
動画⑩ 
グ ラ フ の
かき方 

https://drive.google.com/file/d/18Ddrd4T5T3csF3VU6eSdAqKeiHIptk19/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Ddrd4T5T3csF3VU6eSdAqKeiHIptk19/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/18Ddrd4T5T3csF3VU6eSdAqKeiHIptk19/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1kLTlt-QqBgWZxpf3VEbNIzmGPUZ-I5kI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1kLTlt-QqBgWZxpf3VEbNIzmGPUZ-I5kI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1kLTlt-QqBgWZxpf3VEbNIzmGPUZ-I5kI/view?usp=sharing
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  第５時 状態変化するときの温度② 
 

水の沸点は 100℃である。（ただし前回の実験では 93℃ほどで沸騰した。これは標高の高い場所で

あることなどに原因がある） では、水ではないエタノールは何℃で沸騰するだろうか。また、沸騰した

後も加熱を続けると温度はどうなるだろうか。 
 

予想 エタノールが沸騰する温度は… 

ア 水と同じ イ 水とは異なる（水より低い） ウ 水とは異なる（水より高い） 
 

予想 沸騰した後も加熱を続けると温度は… 

ア （水と同じく）変化しない イ 上がり続ける ウ 下がりはじめる 
 

実験上の注意点 

・少量の液体を加熱すると、急に沸騰すること(突沸)があるので、          を入れて加熱する。 
 

・エタノールはとても          やすいので、直に熱したり、火のそばに置いたりしない。 
 

結果 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

他の班の結果と比較して結論を出そう 

 

 

 

 
 

まとめ 水：融点＝   ℃、沸点＝     ℃ のように純粋な物質は融点、沸点が決まっている。 

    → 逆に言えば、融点や沸点は物質を区別するときの手がかりになる。 

調べてみよう ① アルミニウムの融点と沸点は？ 
 

  ② 融点が－210℃、沸点が－196℃である物質は何か？ 
 

  ③ 15℃のとき、水銀は何体か？ 

 0 分 30 秒 1 分 1 分 30 秒 2 分 2 分 30 秒 3 分 

温度 
(℃) 

       

 3 分 30 秒 4 分 4 分 30 秒 5 分 5 分 30 秒 ６分 6 分 30 秒 

温度 
(℃) 

       

温
度
（℃
） 

熱した時間（分） 

動画⑪ 
実験方法 

問
題
を
見
い
だ
す 

予
想
す
る 

実
験
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

結
果
を
分
析
し
て
解
釈
す
る 

結
論
を
出
す 

 
 

 
 

 

ま
と
め
る 

動画⑫ 
グラフの 
かき方 

水 

エ
タ
ノ
ー
ル 

℃ 

エタノールが沸騰した温度 

https://drive.google.com/file/d/15pIRKf2a0FAOs5SX7zRNEnGNr4aNuJ4I/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/15pIRKf2a0FAOs5SX7zRNEnGNr4aNuJ4I/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1-Q9KvALSKzHcW54L3GJhpuDnq1Cn6O8-/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1-Q9KvALSKzHcW54L3GJhpuDnq1Cn6O8-/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1-Q9KvALSKzHcW54L3GJhpuDnq1Cn6O8-/view?usp=sharing
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  第６時 物質を取り出す方法①  
 

お酒は主に水とエタノールの混合物である。感染症対策に使われているエタノールを赤ワインから取

り出すことができるだろうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

予想 赤ワインからエタノールだけを取り出すにはどのような方法があるか。 

自分の考え(図で示せるとよい) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よいと思った友達の考え 

 

仮説 自分たちの予想を立証するにはどのような実験をしたらよいだろうか？ 

「・・・・・・・れば、・・・・・・はずだ」 という文で表してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水 17cm3       混合物 20cm3     エタノール 3cm3 

 

アルコール度数 
が 15％の場合 

動画⑬ 
予想を立て
るために 

動画⑭ 
お助けヒント 
(わからない
ときに見よう) 

問
題
を
見
い
だ
す 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

予
想
す
る 

仮
説
を
立
て
る 

https://drive.google.com/file/d/1xAbX0S-zb-hE1Lg8XD3OcZjkWKvd4bnX/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xAbX0S-zb-hE1Lg8XD3OcZjkWKvd4bnX/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1xAbX0S-zb-hE1Lg8XD3OcZjkWKvd4bnX/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10_q1alBDL-gavMR3Knvxkrid52o1EhQf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10_q1alBDL-gavMR3Knvxkrid52o1EhQf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10_q1alBDL-gavMR3Knvxkrid52o1EhQf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10_q1alBDL-gavMR3Knvxkrid52o1EhQf/view?usp=sharing
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  第６時 物質を取り出す方法②  
 

仮説(例) 「赤ワインを加熱すれば、沸点の低いエタノールが先に沸騰するはずだ」 

 

そこで「枝付きフラスコ」という道具を使って、蒸気の温度を測りながら沸騰させてみよう 

 

 

実際に実験する方法を考えてみよう。 

① 取り出した液体がエタノールであるこ

とを証明するには、どうしたらよいだろうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 気体になったエタノールは、どうしたら液体に変

えて回収することができるだろうか 

 

ヒント 
⚫ 消毒液を手に吹きつけたときのこと

を思い出すと… 
⚫ なぜ、エタノールの沸点を測る実験

で直に熱してはいけなかったのか 

 ヒント 
⚫ 状態変化が起こるのはどういうときだろう 

 

 

 

  

温度計 

沸騰石 

赤ワイン 

弱火で加熱 

温度をはかる 

気体になった物質は
こちらへ進む

ある方法で液体に変える 

回収 

実
験
計
画
を
立
案
す
る 
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  第７時 エタノールを取り出す実験  
 

仮説（・・・れば、・・・はずだ） 

 

 

実験方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

結果 集まった液体を調べる（調査項目は自分たちで決定） 

 気体を集め
た温度(℃) 

 

１回目   

２回目   

３回目   

 

考察(元のテーマに対して、実験結果を基に自分たちの仮説と照らし合わせながら書こう)  

 

 

 

 

 

 
 

結論 ［液体を熱して沸騰させ、出てくる蒸気(気体)を冷やして再び液体として取り出すことを     という］ 

 

 

 

 

 
 

実験の感想を書こう 

 

 

 

沸騰石 

温度を測る 

動画⑮ 
実験方法 

実
験
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

結
果
を
ま
と
め
る  

 
 

 
 

 
 

 
 

考
察
す
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

結
論
を
ま
と
め
る 

 
 

 
 

 
 

振
り
返
る 

https://drive.google.com/file/d/1AGpvXGztikpk9Kr0_E6c6nqNcYDqOkp9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AGpvXGztikpk9Kr0_E6c6nqNcYDqOkp9/view?usp=sharing
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  第８時 状態変化についてまとめる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆ これまで状態変化について学んできたことについて、感想を書こう 

 

 

次のイラストと状態変化はどう関わっているだろうか。考えてみよう。教科書などで調べても OK。 

  

  

  

 

単元の学習課題 

 物質が状態変化するときにはどんなきまりがあるだろうか。 

☆状態変化によって物質の     は変化するが、     は

変化しない。 

☆物質は     、     を境に状態変化する。 

☆             を利用して       することで混合

物から物質を分離できる。 

冬の水道管破裂 

鋳造業（鋳物） 

石油 

 

レギュラー 

ハイオク 

軽油 

単
元
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
る  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生
活
と
関
連
付
け
る 
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資料３ 第３学年 

地球の運動と天体の動き 

授業展開例 
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第５時（５／９） 

(1) ねらい  恒星の１日の中での動き方を予想する。 

(2) 準  備  ワークシート、端末、大型提示装置 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

１ 既習事項（太陽の日周運動の軌道と

その原理）について復習し、それに関

連付けて問題を見いだす。 

 

 

 

２ 課題に 

 関して、 

 自分の考 

 えを図で 

 示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25 

分 

 

 

 

・アニメーション動画を大型提示装置に映して全体で

確認する。 

 

 

 

 

◎自分の考えを書けない生徒が利用できるようワーク

シートに二次元バーコードを記載し、ヒントとなる

アニメーション動画を閲覧できるようにする。Ｇ 

 

 

 

 

 

※記述できていない生徒についてはヒント動画のどの

部分を見ればよいか指摘するなど、机間巡視の中で

個別に支援をする。 

 

３ 端末のアプリケーションを使って現

在の天球上にどのような天体があるの

か確認する。さらに、時間の経過とと

もにどう変化するのか確認する。 

 

 

 

 

15 

分 

 

 

◎星空を表示するアプリケーションの使い方を説明

し、各自が端末で星空の時間的な変化を確認できる

ようにする。Ｔ 

４ 自宅で観測を行う方法を知る。  

10 

分 

 

・以下のポイントを確認しておく。 

 ○自宅周辺の方位が確認できるかどうか 

 ○天体の高度を簡易的に確認する方法 

 ○天体の位置を紙面に記録する上での注意点 

[課題]  夜空に輝く天体（恒星や惑星）はどのような日周運動をしているのだろうか。 

◇天体の日周運動について自分なりの考えを

もつことができている。〈記述分析（思）〉 

◇アプリケーションに表示される星の動きと自分

の描いたものを比べて確認や修正をすることが

できている。〈記述分析（思）〉 
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(4) 板書計画 
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第７時（７／９） 

(1) ねらい  季節が変化する理由を地球の公転と関連付けて仮説を立てる。 

(2) 準  備  ワークシート、端末、大型提示装置 

(3) 展 開 

学習活動 

○予想される生徒の反応 

 

時間 

 

 

指導上の留意点および支援・評価 

・指導上の留意点 ◇評価 ◎研究上の手立て 

※努力を要する状況（Ｃ）への手立て  

１ アニメーション動画を見て問題を見

いだす。追究する課題を確認する。 

 

 

 

 

２ ４人で班になり、４台のタブレッ

ト端末で春夏秋冬のバーチャル地球

儀を表示し、机上に太陽と季節ごと

の地球のモデルをつくる。モデルを

見ながら季節が変化する理由①（昼

夜の長さの変化）を見いだす。 

〇（日本が通るルートを示した線を見

て）この線は何を意味しているんだ

ろう。 

〇夏は太陽が見える時間が長いんじゃ

ないかな。 

 

３ 理由②（太陽の高度）を見いだすた

めのヒントとなる動画を再生し、個

人で仮説を立て、文章で記述する。 

〇太陽の高さが違うんじゃないか。 

○日本に当たる光の量が違うんじゃな

いか。 

 

４ 理由②を記述できた生徒から、そ

の原理を検証実験によって証明する

方法を考える。 

○角度を変えて板に光を当てて、温ま

り方（温度の違い）を計測すればい

いんじゃないだろうか。 

○夏と冬で地面の温度の違いを比較す

ればいいんじゃないだろうか。 

 

５ 

分 

 

 

 

 

35 

分 

・アニメーション動画を大型提示装置に映して全体で

確認する。季節の変化と地球の公転がどちらも１年

周期であることに触れ、両者を関連付けて問題を見

いださせる。 

 

 

◎PDF 形式の教材をタブレットに表示させ、生徒がリ

ンクをタップすることで動画を表示できるようにす

る。 

◎タブレットに表示させたバーチャル地球儀の動きに

着目して季節が変化する理由①（昼夜の長さの変化）

に気付かせる。Ｔ 

◎仮説を立てられない班には、ヒント動画を再生させ、

昼夜の長さの変化に気付かせる。Ｔ 

◎学習後にも振り返れるよう、ワークシートには解説

動画の二次元バーコードを載せておく。Ｇ 

・仮説が立てられた生徒は、次は個人で理由②（太陽

の高度）の仮説を立てるように伝える。 

◎PDF 教材からヒント動画を再生させ、太陽の高度の

変化に気付き仮説を立てられるようにする。Ｔ 

・記述できた生徒から教師のところに来させ、口頭で

考えを説明させる。十分満足できる回答であれば検

証方法を考えさせ、不十分な回答であればもう一度

考えさせる。 

 

 

 

※分からなくて困っている生徒には端末に表示される

動画を一緒に見ながら考え方についてアドバイスす

る。 

・立案できた生徒から教師のところに来させ、口頭で

考えを説明させる。十分満足できる回答であれば困

っている仲間をサポートするよう伝え、不十分な回

答であればもう一度考えさせる。 

５ 全体で仮説とその検証方法について

まとめる。 

 

 

 

10 

分 

 

・理由①については、生活の中での実感からも証明が

可能なため実験を割愛する。理由②については、日

に当たる角度の違いで温まり方が変わる実験を次回

行うことを伝える。 

[課題]  地球の公転に伴って季節が変化するのはどうしてだろう。 

◇季節が変化する理由①②について妥当な考えを

記述できている。〈記述分析（知）［記］〉  
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(4) 板書計画 
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資料４ 第３学年 

地球の運動と天体の動き 

ワークシート 
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  第１時 天体の位置と表し方①  
 

太陽や星の見え方について知っていること     疑問に思うこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天体の位置の表し方を知ろう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球の自転についてまとめよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふ
れ
る
・つ
か
む 

単元の学習課題 

探
究
に
必
要
な
言
葉
を
覚
え
る 

動画③ 
地軸と自転 

動画② 
天体の位置
の表し方 

南 

動画① 
復習・地球 
上の位置 

https://drive.google.com/file/d/1VByQp-jHLaPkXirnSnscjEpXjxZM4O6f/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1VByQp-jHLaPkXirnSnscjEpXjxZM4O6f/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/19D99v-2byAo8HqxTkNvytP3Kqyj4JAG9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/19D99v-2byAo8HqxTkNvytP3Kqyj4JAG9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/19D99v-2byAo8HqxTkNvytP3Kqyj4JAG9/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1RiV4zJcb0kl5ULDZ5lQk0bSRkfFQbrLg/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1RiV4zJcb0kl5ULDZ5lQk0bSRkfFQbrLg/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1RiV4zJcb0kl5ULDZ5lQk0bSRkfFQbrLg/view?usp=sharing
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  第２時 天体の位置と表し方②         
 

これからの勉強に活かせるよう“ミニ地球”を作ってみよう。 
 

ミニ地球を作る際には、どのようなことに気を付けたらよいだろうか。 

 

 

 

 

 
 

地球の自転にともなって、宇宙から見ると 

方位が変化していくことについてまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北極点の真上から見ると… 

方位を書き入れよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の問いについて考えよう。 

① 地球の自転のペースは１時間当たり何度だろうか。 

② 日本が朝９時のころ、イギリスの時刻(世界標準時)は何時だろう。 

③ 成田空港からイギリスのロンドンまで直行の飛行機で約１３時間かかる。午前１１時に成田を飛

び立った飛行機がロンドンの到着するのは現地時刻で何時だろう。 

 

課
題
を
つ
か
む 

探
究
に
必
要
な
考
え
方
を
知
る 

動画④ 
宇宙から見た
方位 

北極 

学
び
を
生
か
し
て
考
え
る 

動画⑤ 
時刻の決め方 

北極 

日光 

https://drive.google.com/file/d/1vHUeHHx2tOemBMzUgwITpMfoSwUhtIaj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1vHUeHHx2tOemBMzUgwITpMfoSwUhtIaj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1vHUeHHx2tOemBMzUgwITpMfoSwUhtIaj/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AWXMFtWwJnPvJkKDsZfVu_doRrH-b6gf/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1AWXMFtWwJnPvJkKDsZfVu_doRrH-b6gf/view?usp=sharing
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中心(観測者) 

南 北 

西 

東 

  第３時 太陽の１日の動き①    
 

太陽が動くペースは１日の中で変化するのだろうか？ 

 

透明半球を利用して太陽の動きを調べてみよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

印をつけた点をなめらかな線でつなごう。さらにその線を透明半球のふちまで伸ばそう。 

その線が太陽の動きを示している。 

結 

果 

１時間おきに観測した点と点の間隔はどうなっているだろうか 

 

 

 

 どうしてそうなるのだろうか、考えてみよう 

 

 

 

 
  

他 

に 

も 

考 

え 

よ 

う 

太陽が最も高くなっているのはどの方位、何時頃だろうか 

 

 

 

太陽の軌道と透明半球のふちが交わる点は何の位置を示しているだろうか 

 

 

 

 

  

予 

想 

ア どの位置にいるときも変
わらない 

イ 高度が低いとき(東や西
にあるとき)に速く動く 

ウ 高度が高いとき(南にある
とき)に速く動く 

エ その他(                                               ) 
    

 そう考えた理由を書こう 

 

 

 

課
題
を
つ
か
む 

探
究
に
必
要
な
考
え
方
を
知
る 

動画⑦ 
太陽の観察 
方法 

ペン先の影が円の中心と重なる

ように点を打つことで円の中心に

いる観測者から見たときの太陽

の方向を透明半球上に記録す

ることができる。１時間おきに観

測しよう。 

課
題
に
つ
い
て
探
究
す
る 

動画⑥ 
太陽の動き 

https://drive.google.com/file/d/1OU9bYHNEgD-wAOOdemqBh7VV_9C2WuLg/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1OU9bYHNEgD-wAOOdemqBh7VV_9C2WuLg/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1OU9bYHNEgD-wAOOdemqBh7VV_9C2WuLg/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/16jQgt5-Mhs43PZSN5_y4vO5fvuoob0K8/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/16jQgt5-Mhs43PZSN5_y4vO5fvuoob0K8/view?usp=sharing
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  第４時 太陽の１日の動き②   
 

太陽の軌道についてまとめよう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春分の日や秋分の日には、太陽は真東から上って真西に沈む。上の図は日本における春分の日の

太陽の軌道であるが、南半球のオーストラリアや赤道上、北極では太陽がどのように動くだろうか？ 

下図に太陽の軌道を描いてみよう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

南半球の正解はこちら                       赤道と北極の正解はこちら 
 

地球上から太陽の動きを見ていると、太陽が「東から西へ」と動いているように見えるが、本当に動い

ているのは地球である。 

地球は       を中心に    から    へ        している。そのため太陽は東から西へ

運動しているように見える。このような太陽の見かけの動きを              という。 

日本での春分の日の太陽の日周運動の軌道を見る角度を変えて描いてみよう 
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動画⑧ 
太陽の日周 
運動(基本) 

天体が      を通過することを         

という。また、その時の高度を            

という。 

太陽は天球上を一定の速さで移動して

いる。24 時間で１周することから、１時間

当たり     °移動していることになる 

南半球                赤道上                  北極 

東                    東 

南                    南 
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動画⑪ 
太陽の軌道 
まとめ 

北                          南  東                          西 

東                                 南 

西 北 

動画⑫ 
太陽の日周 
運動の原理 
(解説) 

動画⑩ 動画⑨ 

https://drive.google.com/file/d/1_iUex2yTTvMeWnFpE5KfQK_kHsAtE4K-/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BN6tdx3Ag9d2qY0XcjG1aTKw1OtJGka-/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1zI35XAMq6680gK4piIcqUgT0tvL4RLYv/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1zI35XAMq6680gK4piIcqUgT0tvL4RLYv/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1zI35XAMq6680gK4piIcqUgT0tvL4RLYv/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1jPxXDHHllT5ndPh7ac0IGK-hTc3LNgoC/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1jPxXDHHllT5ndPh7ac0IGK-hTc3LNgoC/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1jPxXDHHllT5ndPh7ac0IGK-hTc3LNgoC/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1y3SokjK7Jp3BNl_nQl_t-WxjYlCnaK5m/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1y3SokjK7Jp3BNl_nQl_t-WxjYlCnaK5m/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1y3SokjK7Jp3BNl_nQl_t-WxjYlCnaK5m/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1y3SokjK7Jp3BNl_nQl_t-WxjYlCnaK5m/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BN6tdx3Ag9d2qY0XcjG1aTKw1OtJGka-/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_iUex2yTTvMeWnFpE5KfQK_kHsAtE4K-/view?usp=sharing
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  第５時 星の１日の動き      
 

太陽は東から上って正午ころに南中(最も高くなる)し、夕方に西へ沈む。 
 

この動きを          といい、その原因は             である。 
 

(課題)                                                        

地上(自分)から見える夜空の天体の動きを予想して矢印で描き入れよう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の仮説が正しかったかどうかは、実際に観察して検証しよう。 
 

天体の日周運動のまとめ 
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東                  南                   西 

南を向いたとき 

天頂付近 

東                              西 

北の空はプリントを 
逆さにして見よう 

動画⑭ 
天体の日周 
運動(解説) 

ま
と
め
る 

動画⑬ 
天体の日周 
運動ヒント 

https://drive.google.com/file/d/1DOgilKBJjrGv6_z3q4gba7JN8n_fr2Ml/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1DOgilKBJjrGv6_z3q4gba7JN8n_fr2Ml/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1DOgilKBJjrGv6_z3q4gba7JN8n_fr2Ml/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PWAvAtUtkQ0ulfhhL_owf4UiOvR_ZZzo/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PWAvAtUtkQ0ulfhhL_owf4UiOvR_ZZzo/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PWAvAtUtkQ0ulfhhL_owf4UiOvR_ZZzo/view?usp=sharing
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  第５時 星の１日の動き(宿題)  
 

観察 星の１日の動き方 
 

目的 夜空の星の動きを観察して、天体の日周運動についての仮説が正しかったことを証明する 
 

方法 まわりの建物や山など目印になるものと方位を記入する。オリオン座などの目立つ星座を見つ

け、その位置を目印の位置と比較してプリントに記入する。１時間後、同じ星座がどこにあるか

観察して記入する。さらに１時間後に同様に記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 高度はこぶしを目安に計ろう。(こぶし一つで約１０°) 

     観測例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考察する 

(例：○○の空の星は～～のように動くと予想していたところ、観察の結果××ということがわかった) 
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○時○分 
○時○分 
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  第６時 星座の移り変わり     
 

夏と冬で見られる星座が異なることはすでに学んだ。では、どうしてこのようなことが起こるのだろうか。 
 

 
     

空欄に星座の名前を記入しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの星座は太陽と地球の距離に対して非常に遠くにあることを頭に入れて考えましょう。 

① Ａの位置に地球がある場合、さそり座が見える方向は？ 

 夕方…          夜中…          朝(夜明け頃)… 

② Ａから３ケ月たってＢの位置に来たとき、真夜中に南と西に見える星座は？ 

 南…            西… 

③ しし座が真夜中に南中するのは地球がどの位置にあるときだろう。 

 

④ Ａの位置に地球がある場合、みずがめ座は何時ころ東の空から上ってくるだろう？ 
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  第７時 季節が変化する理由①   
 

動画を見て今日の課題を設定しよう 

 

 

 

 

 

図や文で表そう 

季節が変化する理由① 

 

 

 

 

 

 

 

季節が変化する理由② 

 

 

 

 

 

 

 
 

季節が変化する理由②を検証する実験 
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理由①を 
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動画⑰ 
理由①の 
解説 

動画⑱ 
理由②を 
考える 

動画⑲ 
理由②の 
解説 

https://drive.google.com/file/d/1oSNuWL9rMAfSP4wzOQTHwiPosAz9QUgY/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1oSNuWL9rMAfSP4wzOQTHwiPosAz9QUgY/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1oSNuWL9rMAfSP4wzOQTHwiPosAz9QUgY/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XEPME2amEWWuWzehrqRm8ptuyLbTJuGQ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XEPME2amEWWuWzehrqRm8ptuyLbTJuGQ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1XEPME2amEWWuWzehrqRm8ptuyLbTJuGQ/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_TIUN4tONVDdmgpFYd1BxltPQJZJJoUx/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_TIUN4tONVDdmgpFYd1BxltPQJZJJoUx/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1_TIUN4tONVDdmgpFYd1BxltPQJZJJoUx/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1A_XoxWoJ040Ih2fLurq0-ejKr0EXPHhx/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1A_XoxWoJ040Ih2fLurq0-ejKr0EXPHhx/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1A_XoxWoJ040Ih2fLurq0-ejKr0EXPHhx/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10Ao4BR1zlB-L4Dzs0hWsJTWojuSd6RAA/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10Ao4BR1zlB-L4Dzs0hWsJTWojuSd6RAA/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/10Ao4BR1zlB-L4Dzs0hWsJTWojuSd6RAA/view?usp=sharing
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「地球の公転と太陽」タブレット端末配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 枚のタブレット端末で春夏秋冬の地球儀を

表示させる。例えば「夏」の二次元バーコード

を使えば夏の地球儀が表示されるので、４つの

地球を最大画で表示して机の上に置こう。 
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冬
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動画 

動画 

動画 

動画 

https://drive.google.com/file/d/1mFmWgPrgs4h9dcTB34GDkIs8sIt6IPe5/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1s3owCCPtoVqoKsvu_107YrNPeXF48nNL/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1PVoJXB3njXFH4-MaiADr74B3dYfjBc6O/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1kVVOLkV-2eKkvexvmjTwcvZcp56J5DBA/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1kVVOLkV-2eKkvexvmjTwcvZcp56J5DBA/view?usp=sharing
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  第８時 季節が変化する理由② 
 

前橋(北緯 36°)での太陽の南中高度を計算によって求めよう            図中の●が前橋 
 

【春分の日】 地軸に対して真横から太陽光が当たるので、地軸の傾きを考慮しなくてよい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【夏至の日】 地軸の北極側が最も太陽側に傾く日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【冬至の日】 地軸の北極側が最も太陽側から離れる日 
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動画⑳ 
春分の日の 
高度を考える 

動画㉑ 
春分の日の 
南中高度解説 

動画㉒ 
夏至の日の 
高度を考える 

動画㉓ 
夏至の日の 
南中高度解説 

動画㉔ 
冬至の日の 
高度を考える 

動画㉕ 
冬至の日の 
南中高度解説 

https://drive.google.com/file/d/1Tbe2WZ_NSq7KaS71UrCCJqwl37zbZL7y/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Tbe2WZ_NSq7KaS71UrCCJqwl37zbZL7y/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1Tbe2WZ_NSq7KaS71UrCCJqwl37zbZL7y/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1mGIvcP8yQ28zkFlE1IDvMetI99gUKnwI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1mGIvcP8yQ28zkFlE1IDvMetI99gUKnwI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1mGIvcP8yQ28zkFlE1IDvMetI99gUKnwI/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/14fE-TlwttdgoL2LFQrqvkEmU_9dcwF6P/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/14fE-TlwttdgoL2LFQrqvkEmU_9dcwF6P/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/14fE-TlwttdgoL2LFQrqvkEmU_9dcwF6P/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1OtS_zwCwEzAwmm6pgfcNS9_f6i0YPb85/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1OtS_zwCwEzAwmm6pgfcNS9_f6i0YPb85/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1OtS_zwCwEzAwmm6pgfcNS9_f6i0YPb85/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1SPhZmqlFVFb8kItB2awFbOWJCnk87Kb0/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1SPhZmqlFVFb8kItB2awFbOWJCnk87Kb0/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1SPhZmqlFVFb8kItB2awFbOWJCnk87Kb0/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BDqQZxuElo83z96hNkDn6H1NgMjQSLd6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BDqQZxuElo83z96hNkDn6H1NgMjQSLd6/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/1BDqQZxuElo83z96hNkDn6H1NgMjQSLd6/view?usp=sharing
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  第９時 単元のまとめ       
 

季節が変化することにともなって変わるものをたくさん書きだそう   (例：気温、服装・・・ など) 
 

原因と結果を矢印で結んで関連付けていこう。何が見えるだろうか。 
 

練習問題  図は地球の公転と黄道 12星座を示したものです。次の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 次の文の空欄に当てはまる言葉を答えなさい。 

日本付近でしし座が一晩中見えるのは、地球が図 1の( Ⅰ )の位置にあるときで、

そのときの北半球の季節は( Ⅱ )である。 

※ ただし( Ⅰ )にはＡ～Ｄの記号が、（ Ⅱ ）には春夏秋冬のいずれかが入ります。 

② ある日の夕方、太陽が西の空に沈んだころ、真南にさそり座が見えました。このときの地球の位

置としてもっとも適当なものを図中のＡ～Ｄ から選びなさい。 

③ ②の時刻の約２時間後、さそり座の次に真南に上ってきた星座を図中の１２の星座から選びなさ

い。 

④ ある日の真夜中に、日本のある地点でみずがめ座が真南に見えました。この日から３ヵ月後に、

その地点でみずがめ座はどのように見えますか。次のア～エから一つ選びなさい。 

ア：夕方に、西の地平線付近に見える。 イ：夕方に、東の地平線付近に見える。 

ウ：真夜中に、西の地平線付近に見える。 エ：真夜中に、東の地平線付近に見える。 

①Ⅰ     Ⅱ   ② ③ ④ 

 

学
習
し
た
こ
と
と
生
活
を
関
連
付
け
る 

学
び
を
生
か
し
て
考
え
る 


